
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 
海洋汚染や天然資源の枯渇の観点から、プラスチック対策は世界共通の課題となっています。 
⺠間事業者では環境に配慮した素材への転換や、新たなリサイクルの仕組みづくりなどを進めており、

プラスチック対策を進めるうえで、これらの取組を推進していくことが重要です。 
このたび、株式会社セブン-イレブン・ジャパン、公益財団法⼈⽇本財団とともに、ペットボトルを 

リサイクルして、新たなペットボトルにする「ペットボトルリサイクル事業」を令和２年 10 ⽉ 30 ⽇
より実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ペットボトル回収機＞ 

・ラベルとキャップを外し、中⾝が⼊っていないペットボトル５本につき、 
１nanaco ポイントを付与。 

・令和３年１⽉末までに、市内 120 店舗に回収機を設置。 
市内設置店舗はこちらからご確認ください。 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/sumai-kurashi/gomi-recycle/pla-
taisaku/kigyou/petbottle_recycle.html 
 

※市庁舎１階のセブン-イレブン店舗にも、回収機を設置しました。 
 

 
＜セレモニーについて＞ 
 事業開始に当たり、セレモニーを実施します。 
 ・⽇ 時  令和２年 10 ⽉ 30 ⽇（⾦） 14:00〜14:25 
 ・場 所  横浜市庁舎 31 階 レセプションルーム 
 ・出席者 ・株式会社セブン-イレブン・ジャパン 永松 ⽂彦 代表取締役社⻑ 
      ・公益財団法⼈⽇本財団        海野 光⾏ 常務理事 

・横浜市               林 ⽂⼦  市⻑ 
 

お問合せ先 
資源循環局政策調整課⻑ ⽊村 友之 Tel 045-671-4567 

令和２年 10 月 30 日 
資源循環局政策調整課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

セブン-イレブン・ジャパン×⽇本財団×横浜市 

政令指定都市初︕︕ペットボトルリサイクル事業を開始します︕ 

＜事業スキーム＞ 
【三者の役割】 

 
セブン‐イレブン・ジャパン 
・回収機の運用および回収資源の管理。 
 
日本財団 
・セブン‐イレブン店頭に設置するペット 

ボトル回収機本体費用の 50%を拠出。 
 
横浜市 
・本事業および正しい分別について 

市民の皆様への周知。 


